
WOOL FACTS

WOOL AND EXTENDED 
PRODUCER 
RESPONSIBILITY
ウールと拡大生産者責任

拡大生産者責任とは 
拡大生産者責任（EPR）とは、当初の
製品寿命を終えた製品の廃棄と管理の
責任をブランドなどの生産者が負う、とい
う環境政策へのアプローチです（図1）。

フランス、スウェーデン、オランダなどの一
部の国は、すでに繊維製品に対してEPR
制度の適用を義務付けており、欧州連合

（EU）は2025年に加盟国全体への繊維
製品EPR制度導入を検討しています。



EPR は、一般にファストファッションと呼ばれる繊維製品の過剰生産や過剰消費
（図2）に対処するため、高品質で製品寿命が長く、リサイクルも容易な衣料品を

生産するようブランド各社に働きかけることを目的としています。

立法機関はEPR制度の導入を通じて、生産者が持続可能かつ循環的な製品設
計の原則を採用し、それによって製品の環境フットプリントを削減するよう促して
います。製品廃棄の責任は物理的なものである場合もあれば、手数料や税金な
どの金銭的なものである場合もあります。

図 1: 拡大生産者責任は、廃棄を最小限に抑えるシステムの構築を目的としています

図 2: 主要繊維の消費量
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フランスにおけるEPR
フランスでは2007年に、繊維製品に対しEPR制度を義務付け
ました。この制度は以下に基づいて生産者に課税することで、
循環的かつ持続可能な繊維製品を企画するようブランド各社
に促すものです。

•使用する原料の量

•リサイクル原料の導入

•再生可能資源の使用

•耐久性

•修復のしやすさ

•再利用のしやすさ

税率は、製品の大きさ、販売アイテム数、デザインに応じて異
なります（環境調整費という罰金システムと報奨金）。この制
度の税水準は控えめで、環境への影響に基づいた割引や補
助金を受けている繊維製品はごくわずかと報告されていま
す。しかし、フランスでは繊維製品にEPR制度が導入されたこ
とで、製品寿命が尽きた（EoL）衣料品の回収率が向上し、埋
め立てや焼却処分される繊維廃棄物が減少しました。

スウェーデンにおけるEPR
スウェーデンでは、2022年1月1日から繊維製品にEPR制度
が導入され、生産者は2024年1月からその遵守を義務付けら
れました。繊維製品生産者は繊維廃棄物の回収責任によっ
て、認可を受けた回収事業者を通じて自社のEoL製品を確実
に処理するよう求められています。

オランダにおけるEPR
繊維製品に対する拡大生産者責任法（オランダEPR法）が
2023年7月1日に発効し、生産者は2025年以降、オランダ市
場に流通する繊維製品のリサイクルと再利用について責任
を負うことが義務付けられています。オランダEPR法は2030
年までの目標として、市場に流通する繊維製品の75%が再
利用、或いはリサイクルされること、またそのリサイクル量の
33%が再度繊維へリサイクルされることを義務付けていま
す。従ってウールを使用することで、生産者はオランダの繊維
市場で事業を行う際の障壁を低くできるかもしれません。

欧州連合（EU）のEPR提言
欧州委員会は2022年に「持続可能な循環型繊維戦略
（EU戦略）」を正式に採択しました。この戦略にはEUの
廃棄物法を遵守する取り組みの一環として、2025年1月ま
でにEoL繊維製品の分別回収を確立するという加盟国へ
の提案が記載されています。

この戦略の根幹は、繊維製品に関する調和のとれたEPR
制度の実施です。このEPR制度には、以下を要点とする繊
維製品の「拘束力のある製品別エコデザイン要件」が記
載されています。

•耐久性

•再利用のしやすさ

•修復のしやすさ

•繊維から繊維へのリサイクルしやすさ

•リサイクル繊維含有量の義務付け

•環境負荷物質の最小化とトラッキング

この制度では非常に高い資源効率の達成を目的とし
て、EoLつまり消費者使用後の繊維製品を比較的価値の
高い製品へとリサイクルすることが求められています。

エコデザイン提言はまだ正式に採択されておらず、内容
は変更される可能性があります
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EPRがウールにもたらすメリット
繊維業界でEPRが義務付けられた場合、ウールには多くのメリットがありま
す。価格が高く繊維が長いことに加えて、難燃性、防臭性、断熱性といった繊維
本来の優れた特性のため、ウールにはリサイクルする価値があるのです。

世界中で循環型経済への急速な移行が進む中、EPR法が進展するにつれて、
このようなメリットはブランドにとってウールの価値をさらに高めることになり
ます（ファクトシート『循環型経済におけるウール』をご覧ください）。EPR税が
ブランド各社の行動に影響を与えるレベルまで高まれば、バージン・ウールの
需要は増加するでしょう。

ウールのリサイクルと再利用の歴史は長い
リサイクル業者にとって財政的・経営的な課題をもたらす合成繊維のリサイク
ルとは異なり、ウールのリサイクル産業は200年以上前から商業的に高い収益
性を維持しています。消費者使用後のウールはリサイクル業者にとって、新しい
衣料品の生産（クローズドループ・リサイクル）だけでなく、寝具、断熱材、工業
製品（オープンループ・リサイクル）への需要もあります。これほど十分に確立
され、商業的にも実行可能なリサイクルのメカニズムを持つ繊維は他にはあ
りません。

再生ウールから高品質の糸が生まれる
再生ウールを80%含む糸からでも、高品質なアパレル生地を作ることができます。原料調達の
コストや影響を低減しながら高品質の糸を生産するために、再生ウールは長い間バージン・
ウールや他の繊維と混紡されてきました。このような再生ウールの使用は、繊維製品のリサイ
クル含有量義務化に関するEU提言の意図にも一致しています。

再生ウールは金銭的インセンティブをもたらす
フランスではEPR制度の導入により、クローズドループ・リサイクルで再生された消費者使用
後のリサイクル繊維（ウールなど）を使用するブランド各社は、EPR税の50%軽減を受けるこ
とができます。商業的に利益を上げているウールのリサイクル産業は、ウール繊維を使用する

メーカーやブランド各社が具体的な利益を得ていることを示す好例です。

リサイクルポリエステル（RPET）の問題
再「リサイクル（された）繊維」と「リサイクル可能な繊維」の違いに注意すること
が重要です。繊維製品にリサイクルポリエステル（rPET）を使用すると、EUによる
精査が入る可能性があります。rPETは主にPETボトルをリサイクルして製造され
ますが、これは既に完成されているPETボトルのクローズドループ・リサイクルの
仕組みからPETボトルを除外する行為です。しかもrPET繊維で作られた衣服は
一般的にリサイクルできないため、循環型ではなくリニア型（一方通行型）のリ
サイクルとなってしまいます。またrPETで作られた衣服は、使用段階でマイクロ
プラスチックを排出します。これに対してウールは生分解性繊維であり、マイクロ
プラスチック汚染の原因にならないことが確認されています。ファクトシート『ウ
ールは100%生分解可能』をご覧ください。
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